
第15回 保育と臨床心理 第14回の復習をしておく

第13回 事例検討　幼児期の臨床事例 乳幼児期の発達課題について調べておく

第14回 事例検討　保護者の子育て不安 保護者の相談内容について調べておく

第11回 心理療法　精神分析とその解釈 心理療法の種類について調べておく

第12回 事例検討　乳児期の臨床事例 乳幼児期の発達課題について調べておく

第９回 心理療法　プレイセラピー 心理療法の種類について調べておく

第10回 心理療法　来談者中心療法 心理療法の種類について調べておく

第７回 カウンセリングの基礎知識　行動から内面へ 第６回の復習をしておく

第８回 自尊感情とさまざまな問題 発達心理学で習った内容について復習しておく

第５回 カウンセリングの基礎知識　援助者としての態度の条件 ロジャーズの三原則について調べておく

第６回 カウンセリングの基礎知識　環境設定 第５回の復習をしておく

発達検査について各自調べておく

第３回 さまざまな障がい　発達障がいについて 障がい児保育等の文献を読んでおく

第４回 さまざまな障がい　精神障がいについて 精神障害についてどのような種類があるのか調べておく

参考書
等

教員が準備する

受講生への
メッセージ

本講義を通して臨床心理学の基礎を学び、子どもを支援する方法ならび
に保護者の良き相談者として活躍できるスキルを身につけることを願っ
ています。

実務経験に
関する情報

①経験内容
①不登校支援（メンタルフレンド）
②長崎県スクールカウンセラー
③発達障害児への療育

②科目との
関連

カウンセリングマインドの習得に関して

試験 定期試験を実施する

教科書 教員が準備する
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定期試験（80％）
受講態度（20％）

第１回 子どもに関するさまざまな発達段階 発達心理学の復習をしておく

第２回 心理検査・発達検査

課題等への対応 授業外学修時間

授業の中で対応する 予習：8時間　復習：8時間

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

スライドを用いた講義を行う。
子供や保護者の臨床事例を調査する。

◎ ◎ ○ ○ ◎

３． 子どもや保護者を支援するためのカウンセリングマインドを理解する

４． 精神的・発達的な障害の概要について理解する ◎

科目の到達目標

１． 行動科学の観点から人の心を捉えることができる

２． 子どもの実態を把握するための方法について理解する

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

子どもや保護者の心理的背景を理解するために必要な知識ならびにカウンセリングマインドについて修得する。
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

選択

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒
指導、教育相談等に関する科目

幼児理解の理論及び方法
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理
論及び方法

免許・資格
要件

幼稚園教諭必修、保育士必修

授業区分 講義

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件

対象
学生

幼児教育学科
2年生

単位数 ２ 担当形態

20Y510 担当者 福井　謙一郎

学期区分 前期

単独

科目
区分

専門教育科目 科目名
教育相談（幼児のカウンセリング理

論を含む）
（実務家教員担当科目）

科目
コード


